
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２万人超の住民投票条例署名を市長は真摯に受け止めると答弁 
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いせり栄次 
（東区） 

１２月４日の一般質問でいせり栄次議員は、「市役所建て替え問題」について市長に質しました 
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早
い
も
の
で
、
も
う
師
走
。
年
末
は
忘
年
会
シ
ổ

ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。 

全
国
商
工
新
聞
で
東
京
都
立
大
の
谷
口
教
授
(
夜

の
ま
ち
研
究
会
代
表
)
が
、
介
護
付
き
高
齢
者
ス
ナ

ỿ
ク
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「G

o to H
eaven

」
と
い

う
屋
号
で
、
臨
時
マ
マ
に
看
護
師
、
ス
タ
ỿ
フ
と
し

て
介
護
士
の
女
性
が
２
人
、
３
時
間
セ
ỿ
ト
で
５
５

０
０
円
、
カ
ラ
オ
ケ
歌
い
放
題
、
飲
み
放
題
、
お
つ

ま
み
付
き
。
送
迎
も
。
利
用
者
の
酒
量
管
理
は
も
ち

ろ
ん
バ
イ
タ
ル
チ
ỽ
ỿ
ク
も
行
わ
れ
、
安
心
で
き
る

体
制
に
な
ỵ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
ま
で
し
て
飲
ま
な
く
て
も
と
思
い
ま
す
が
、

癒
し
の
場
と
し
て
、
介
護
職
員
の
モ
チ
ベ
ổ
シ
ἂ
ン

向
上
に
一
役
買
ỵ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
の
知
り
合

い
は
、「
絵
本
」
を
モ
チ
ổ
フ
に
し
た
ス
ナ
ỿ
ク
を
経

営
し
て
い
ま
す
が
そ
こ
で
は
、
と
て
も
落
ち
着
い
た

空
間
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
時
代
の
変

化
を
感
じ
ま
す
。 

日
本
の
伝
統
的
な
酒
造
り
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
酒
は
百
薬
の
⾧
と
言

い
ま
す
が
、
や
ỵ
ぱ
り
飲
み
す
ぎ
に
は
ご
用
心
を
。 

るので真摯に対応したい」と述べて
います。市⾧は、これまで市民に対
する説明をやっていません。 
署名には市民の怒りや、不満の声が
込められています。 

今後は、議会の対応が問われるこ
とになります。 
 「議会は民意を受け止め、住民投

票条例を制定し、市民へ賛否の機会

を提供すべき」と訴えました。 

 おそらく年明けには臨時議会が

開催されます。 

「現庁舎 6ｍ浸水」は移転の根拠にならない 

議会は民意を受け止め住民投票条例を制定すべき 

市庁舎建て替え問題では、庁舎
建て替えの賛否を問う住民投票
条例の請願署名は２万人超、法定
数を大きく上回りました。署名に
託されたこの市民の思い、重みを
どう受け止めるかと質問。 

市⾧は、「市民の様々な意見が
あることは承知しており、署名も
その表れであると認識している」
と答弁。 

また「市議会からも丁寧な説明
と意見聴取を継続していくこと
が肝要との意見をいただいてい 

上 野 み え こ
（中央区） 

市は「庁舎整備特別委員会」

で基本構想の用地選定の根拠に

現庁舎の「6ｍ浸水」を理由にし

ています。しかし、平成２４年

以降の「激甚災害特別緊急事業」

により市街部の白川両岸は大き

く改善されています。ところが、

市は、「国交省が明らかにしてい

ないのでわからない」と答弁。

事実を認めません。 

 国交省の浸水想定区域図を見て

も現在の市役所も移転予定の桜町

付近も程度の差はあれ浸水区域に

含まれます。このように「浸水 6

ｍ」を庁舎移転の根拠にするとい

うのは市民をだましているとしか

言いようがありません。本来出す

べきでない資料を基にした、移転

は誤りであり、ただちに撤回すべ

きだと指摘しました。 

 

 

１２月４日、党市議団からいせり栄次議員が

一般質問を行い、市庁舎建て替え問題や電車料

値上げ、核兵器廃絶・平和行政の推進、公契約

条例制定、学校給食費の無償化、地下水の涵養

などについて市⾧等へ質しました。 



 

 

 

解決 

 
日本共産党熊本市議会だより 2024 年 12 月 15 日号（№1393） 

ICT 教育推進からマンパワーへ転換を 

 

熊本市は、現在中学 1 年まで

35 人の少人数学級ですが、中学

2 年、3 年まで急いで 35 人学級

にすることが必要だと指摘し

ました。しかし、必要性は認め

るが、財源の確保が困難のため

実現できないとの回答。 

  

政令市一番の不登校児対策は喫緊の課題 
不登校が大きな社会問題にな

っています。年３０日以上登校せ

ず、不登校とされた小中学生は３

４万６千人余と前年より５万人

近く増えています。 

熊本市は、1,000 人当たり 50.3

人と政令市の中でも、不登校児が

最も多く深刻な状況です。不登校

の要因は、「学校生活に対してや 

る気が出ない」ものが一番多い

となっていますが、なぜやる気

が出ないのかの分析がなく、認

識が甘いと言わざるを得ませ

ん。 

不登校問題は本人だけでなく

家族の生活にも影響が出ます。 
フリースクールの利用も経済的
負担が大きく困難です。 

 

現場の先生の話を聞くと、な

んと言っても子どもに丁寧に

向き合えない教員不足が一番

の原因との声が寄せられまし

た。 

熊本市は追加採用をやって

も不足が埋まらない深刻な状

況が続いています。 

「⾧時間労働で余裕がなく問題
を抱えた子どもへの支援が行き
届かない」「ICT 推進も結構だ
が、先生確保のための予算に回
してほしい」など、切実な声が
寄せられています。 
 不登校対策の出発点は、先生

の多忙化と不足の解消です。 

少人数学級の改善を 

 

熊本市は、ICT 教育推進でタ

ブレット導入・更新費用やプロ

グラミング教育に巨額の予算が

つぎ込まれていますが、見直し

が求められているのではないか

と指摘。 

不登校対策で一番重要な役割

を持っている教職員の定数不足

数は、小学校で 23 人、中学校で

6 人となっており、急いで解決 

いせり栄次の一般質問報告（その 1） 

増え続ける不登校、安心の学校へ 

する必要があります。安定した

先生の配置、マンパワーの充実

を求めました。子どもの不登校

が増え続けている、より根本的

な背景には、全国学力テストな

どで過度の競争と管理教育が

学校現場に押し付けられてき

た問題があります。子どもが通

いたくなる学校にするための

改革が求められています。 

ひとりひとりに向き合うていねいな指導こそ必要

不登校対策のためにも急い

で実現すべきと指摘しまし


